
（別紙様式４）

〒
（住所）
（電話）

〒
（住所）
（電話）

昼夜

1,860 単位時間 45 単位時間 1,815 単位時間 0 単位時間 0 単位時間 0 単位時間

年 単位 単位 単位 単位 単位 単位

40 人 29 人 人 10 %

人
人
人
人
％

■就職者に占める地元就職者の割合 (F/E)
％

■卒業者に占める就職者の割合 (E/C)
％
人

（令和 6

受審年月：

（Ａ：単位時間による算定）

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

（Ｂ：単位数による算定）

単位

単位

単位

単位

単位

単位

単位

人

人

人

人

人

人

人

 ⑤ その他 （専修学校設置基準第41条第1項第5号）

 計

上記①～⑤のうち、実務家教員（分野におけるおおむね５年以上の実務の経験を有し、かつ、高度の実
務の能力を有する者を想定）の数

総単位数

うち企業等と連携した実験・実習・実技の単位数

うち企業等と連携した演習の単位数

うち必修単位数

うち企業等と連携した必修の実験・実習・実技の単位数

 ③ 高等学校教諭等経験者

 ④ 修士の学位又は専門職学位 （専修学校設置基準第41条第1項第4号）

うち企業等と連携した必修の演習の単位数

（うち企業等と連携したインターンシップの単位数）

 ① 専修学校の専門課程を修了した後、学校等においてそ
の担当する教育等に従事した者であって、当該専門課程の
修業年限と当該業務に従事した期間とを通算して六年以上
となる者

（専修学校設置基準第41条第1項第1号）

 ② 学士の学位を有する者等 （専修学校設置基準第41条第1項第2号）

（専修学校設置基準第41条第1項第3号）

うち企業等と連携した必修の実験・実習・実技の授業時数

当該学科の
ホームページ

URL

企業等と連携した
実習等の実施状況
（Ａ、Ｂいずれか

に記入）

教員の属性（専任
教員について記

入）

修業年限

2 昼間
※単位時間、単位いずれ
かに記入

生徒実員(A) 留学生数（生徒実員の内数）(B)

1

■地元就職者数 (F)
■就職率 (E/D)　　　　　　　　　　：

■進学者数

■卒業者数 (C)　　　　　　　　： 10
■就職希望者数 (D)　　　　　： 5
■就職者数 (E)　　　　　　　　： 5

5
100

100

3

3

0

0

0

0

3

0

うち企業等と連携した必修の演習の授業時数 270

（うち企業等と連携したインターンシップの授業時数） 0

https://www.afc.ac.jp/course/fb/

総授業時数 2,160

うち企業等と連携した実験・実習・実技の授業時数 0

うち企業等と連携した演習の授業時数 270

うち必修授業時数 1,860

学科の目的

学科の特徴（主な
教育内容、取得可

能な資格　等）

評価結果を掲載した
ホームページＵＲＬ

■主な就職先、業界等

（令和６年度卒業生）

株式会社ベイクルーズ・株式会社パル・株式会社ウィゴー　他

■民間の評価機関等から第三者評価： 無
※有の場合、例えば以下について任意記載

評価団体：

留学生割合(B/A) 中退率生徒総定員

就職等の状況

第三者による
学校評価

50
5

■その他

特になし 進学者は学内のファッションクリエーター科2名・ファッションテック科3名

年度卒業者に関する令和7年５月１日時点の情報）

演習 実習 実験

高度専門士認定年度 職業実践専門課程認定年度認定課程名

設立認可年月日 代表者名

昭和28年4月7日 中村　道雄

実技

平成 6(1994)年度 - -

ファッションビジネスについて網羅的に学び、ファッション業界において企画・流通・販売を担う人材を養成する

業界と連携して自ら考案するブランドのプレゼンテーションの実施や、企業課題を設け企業に対するプレゼンテーション・商品化まで行える学びができる学科である。ファッショ
ン販売能力検定やファッションビジネス検定の取得を目指す。

全課程の修了に必要な総授業時数又は総
単位数

講義

服飾専門課程

3%

令和７年９月１日

職業実践専門課程等の基本情報について

学校名 設置認可年月日 校長名 所在地

03-3402-0111
平成3年3月22日 中村　道雄

認定学科名

ファッションビジネス科

専門学校青山ファッションカ
レッジ

設置者名

学校法人原学園

分野

服飾・家政

１０７－００６１
東京都港区北青山３丁目５番１７号

所在地
１０７－００６１
東京都港区北青山３丁目５番１７号
03-3402-0111

専門士認定年度



種別

①

③

－

－

－

－

－

（年間の開催数及び開催時期）

第２回　令和7年10月1３日　15：00～16：15（予定）
（５）教育課程の編成への教育課程編成委員会等の意見の活用状況
※カリキュラムの改善案や今後の検討課題等を具体的に明記。

委員からは産学連携のプレゼンテーションの方法について、より外部や保護者を入れて緊張感をもって発表できるようにできるとよいとコメントをいただいた。また、外
部実習の機会を増やしていくことの重要性についてコメントをいただいた。
それに対応するため、ファッションブランディング内で行っている産学連携プレゼンテーションについては、外部施設を借り、保護者を招き発表形式の変更を行い、より
緊張感の高い中で質の高い発表ができるように変更した。また、外部実習に関しては、次年度以降学校施設を外部に貸し出し、ポップアップストアを実施する際に学
生が参加できるように仕掛けをしていくことを確認した。

　※委員の種別の欄には、企業等委員の場合には、委員の種別のうち以下の①～③のいずれに該当するか記載すること。
　（当該学校の教職員が学校側の委員として参画する場合、種別の欄は「－」を記載してください。）
　　　①業界全体の動向や地域の産業振興に関する知見を有する業界団体、職能団体、
　　　　地方公共団体等の役職員（１企業や関係施設の役職員は該当しません。）
　　　②学会や学術機関等の有識者
　　　③実務に関する知識、技術、技能について知見を有する企業や関係施設の役職員

（４）教育課程編成委員会等の年間開催数及び開催時期

年2回　（10月、1月）

（開催日時（実績））
第１回　令和6年10月18日　15：00～16：30
第２回　令和6年1月17日　15：00～16：15
令和7年度

令和６年４月１日～令和８年３
月３１日（２年）

岩村　勇 事務局長・理事
令和６年４月１日～令和８年３
月３１日（２年）

中村　道雄

江口　崇裕 理事長・学校長（令和６年度で退任）
令和６年４月１日～令和７年３
月３１日（１年）

第１回　令和7年5月14日　9：30～11：00

１．「専攻分野に関する企業、団体等（以下「企業等」という。）との連携体制を確保して、授業科目の開設その他の教育課程
の編成を行っていること。」関係

（１）教育課程の編成（授業科目の開設や授業内容・方法の改善・工夫等を含む。）における企業等との連携に関する基本方
針
急激に変化をしている社会環境において、状況の理解を行い市場ニーズにあった人材育成を行うべくファッション業界と連携
し教育内容を編集する必要がある。そのため本校においては青山という地域をもとに教育を深めていくために地元企業を中
心に教育内容ついて実務的な内容を検討することを基本方針とする

（２）教育課程編成委員会等の位置付け
※教育課程の編成に関する意思決定の過程を明記

本校の教育課程編成委員会は、教育内容、教育方法の客観的評価と改善提案を行う。この改善提案は企業連携のもと、実
践的かつ専門的な観点から業界から求められる教育について検討する。
本委員会にて提案・助言があった事項については、教務主任が中心となり、当該学科職員や講師と共にカリキュラムの構築
や教育内容の改善・工夫を行う。

（３）教育課程編成委員会等の全委員の名簿
令和６年４月１日現在

教務部　教務主任
令和６年４月１日～令和８年３
月３１日（２年）

名　前 所　　　属 任期

あいざわ　あゆみ
一般社団法人日本ファッションスタイリング協会
代表理事

令和６年４月１日～令和８年３
月３１日（２年）

面田　憲郎

早川　千秋 株式会社 gim　専務取締役
令和６年４月１日～令和８年３
月３１日（２年）

理事長・学校長
令和７年４月１日～令和８年３
月３１日（1年）

菊地　慶 事務局次長・教務部長

提出の際には、印刷や印刷プレビューにて

、記載内容が見切れていないかを確認し、

セルの幅や高さを調整の上、提出してくだ

さい。

※

の内容が転記されます。（行の

追加等を行う場合には、別紙様

式１と別紙様式４の内容に齟齬

が無いようにしてください。）



研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

カリキュラム構築の基礎やクラスマネジメントの基礎を学ぶ

進路アドバイザー研修 連携企業等： 滋慶教育科学研究所

令和7年2月10日 対象： 専任教員１名

進路変更を考える学生に対するアプローチを学ぶ

令和6年10月15日 対象： 専任教員１名

学生に対するカウンセリング技法を学び、個別支援の技術向上を図る

FDミクロレベル研修 連携企業等： 滋慶教育科学研究所

令和7年1月30日 対象： 専任教員１名

連携企業等： 滋慶教育科学研究所

②指導力の修得・向上のための研修等

JESCカウンセリング研修

令和6年3月27日 対象： 専任教員１名

Copilot、CANVA等の生成AIツールを使用してデザインやプレゼン資料作成方法の基礎を学ぶ

連携企業等： 株式会社Style　PicksECウェブ構築研修

令和6年11月10日 対象： 専任教員１名

ECサイト構築についての手法やポイントについて学ぶ

連携企業等： 滋慶教育科学研究所生成AI研修

（２）研修等の実績
①専攻分野における実務に関する研修等

連携企業等： 株式会社　Re　DesignDire Creative デザイン力向上研修

令和6年　10月23日 対象： 専任教員１名

講師から、デザインやロゴなどの発想の仕方を学ぶ

企業連携の方法 科　目　概　要 連　携　企　業　等

（１）推薦学科の教員に対する研修・研究（以下「研修等」という。）の基本方針
※研修等を教員に受講させることについて諸規程に定められていることを明記

学園の定める教員研修規定において、教員の授業内容・教育技法の改善ならびにクラス運営方法の向上、マネジメント能力
を含む指導力の向上を研修の基本方針とする。

３．「企業等と連携して、教員に対し、専攻分野における実務に関する研修を組織的に行っていること。」関係

２．「企業等と連携して、実習、実技、実験又は演習（以下「実習・演習等」という。）の授業を行っていること。」関係

（１）実習・演習等における企業等との連携に関する基本方針
実学教育の実現のため、即応力を身に付けるために企業と連携をして教育提携を結び、実践的な技術教授のための授業内容を構築す
る。また業界外部講師を招聘し、業界ニーズに応えられる実践的な技術・知識を学生に提供することを基本方針とする。

（２）実習・演習等における企業等との連携内容
※授業内容や方法、実習・演習等の実施、及び生徒の学修成果の評価における連携内容を明記

①ファッション教育の演習授業において、本校の教育目的や授業方針を事前に説明し、教育連携に賛同いただく
②関連職種の実務者を派遣していただき、授業の具体的内容を詰めていく
③実務者による業界理解教育と実技指導を通し、即戦力となるような演習授業を行う。また、科目連絡会等を行い、質の向
上を図る。
④授業での学生評価は出席による評価と試験によって評価を行う。

（３）具体的な連携の例※科目数については代表的な５科目について記載。

ファッションブランディングⅠ
１．【校内】企業等からの講
師が全ての授業を主担当

企業を招き、自身が考えるブランドをプレゼン
テーションするスキルを磨く 株式会社　ADAM SUKEY

１．【校内】企業等からの講
師が全ての授業を主担当

企業課題を通し、グループでプレゼンテーショ
ンを行う。1年先のトレンドを予想し、そこから学
生の切り口で商品提案を行う。

株式会社　ADAM SUKEYファッションブランディングⅡ

販売ロールプレイを通し、接客技術を磨く。ま
た、店舗運営の全体像を理解する。 合同会社　Team TK Lab

科　目　名

リテールマーケティングⅠ
１．【校内】企業等からの講
師が全ての授業を主担当

・商品が納品されてから店舗運営までの一連
の流れを理解し,お客様へのアプローチから接
客、販売技術を身につけます。

合同会社　Team TK Lab

リテールマーケティングⅡ
１．【校内】企業等からの講
師が全ての授業を主担当



研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

関係法令、設置基準等の遵守、個人情報保護、学校評価、

（４）学修成果
（５）学生支援
（６）教育環境
（７）学生の受入れ募集
（８）財務

目標の設定、教育方法・評価等、成績評価・単位認定等、
就職率、資格・免許の取得率、卒業生の社会的評価
就職等進路、中途退学への対応、学生相談、学生生活、
施設・設備等、防災・安全管理
学生募集活動、入学選考、学納金
財務基盤、予算・収支計画、監査、財務情報の公開

己点検・自己評価に基き、学校関係者評価委員会を実施する。本委員会は学校の理念を踏まえた上で教育機関としての学
校のあり方を客観的に評価し助言を行うことで、適切な教育提供に結びつくようにする。この助言を受け学校はPDCAサイク
ルに基き分析・検証を行い学校運営の改善に取り組むことを基本方針とする。

（２）「専修学校における学校評価ガイドライン」の項目との対応
ガイドラインの評価項目 学校が設定する評価項目

（１）教育理念・目標 理念・目的・育成人材像
運営方針、事業計画、運営組織、人事・給与制度、意思決定システム、（２）学校運営

（３）教育活動

連携企業等： 滋慶教育科学研究所コーチング研修

令和7年10月16日 対象： 専任教員１名

コーチング技法によるカウンセリング技術を学び、学生に対する問いかけの力を伸ばす

４．「学校教育法施行規則第１８９条において準用する同規則第６７条に定める評価を行い、その結果を公表していること。ま
た、評価を行うに当たっては、当該専修学校の関係者として企業等の役員又は職員を参画させていること。」関係

（１）学校関係者評価の基本方針

専任教員１名

カリキュラム構築の応用を学び、カリキュラム開発ができるようになる

連携企業等： 滋慶教育科学研究所クラスマネジメント研修

令和7年6月16日 対象： 専任教員１名

上越教育大学赤坂先生を講師に迎え、専門学校教育の中でクラスマネジメントについて演習形式で研修を行う

連携企業等： 滋慶教育科学研究所

（９）法令等の遵守
（１０）社会貢献・地域貢献
（１１）国際交流

社会貢献・地域貢献、ボランティア活動

※（１０）及び（１１）については任意記載。
（３）学校関係者評価結果の活用状況
委員助言として社会人入学希望者の受け入れ態勢の充実、就職活動支援、中途退学抑止に関する取り組みについて、更なる取り組みの要望があった。また、教育活
動の中に卒業生を登用し未来提示をすることで信頼を高めていくことの提案を受けた。変化をしている社会情勢に併せた専門知識以外の社会的ルールについても学
校教育の中に取り入れについて提案があった。これを受け、現状分析を行い改善と企画を立ち上げることとしている。今年度中に実施できる物はすぐに取り入れ、カリ
キュラムに関わるものついては教務主任を中心に次年度の教育に反映させていくこととなった。

FDミドルレベル研修

令和7年7月24日 対象：

生成AIの実務的な使用方法からデザインのクリエイティブ方法まで学ぶ

アパレルSNS発信の手法について 連携企業等： 株式会社STYLE　PICS

令和7年11月15日 対象： 専任教員１名

デザインや制作におけるSNSでの発信についてEC運営企業から学ぶ

②指導力の修得・向上のための研修等

令和7年　10月12日 対象： 専任教員１名

講師から、デザインやロゴなどの発想の仕方を学ぶ

生成AIリスキリング研修 連携企業等： 株式会社BSC

令和7年7月24日～28日 対象： 専任教員１名

連携企業等： 株式会社　Re　Design

（３）研修等の計画
①専攻分野における実務に関する研修等

Dire Creative デザイン力向上研修



種別

企業等委員

保護者

卒業生

URL：
公表時期：

橋本　友美 フリーランススタイリスト
令和５年１０月１日～令和７年
９月３０日（２年）

※（１０）及び（１１）については任意記載。
（３）情報提供方法

（ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　　　　　　　　　　　））
URL： https://www.afc.ac.jp/school/disclosure/
公表時期： 令和6年6月1日

教育活動　企業連携プロジェクト　施設　設備
一人暮らしサポート、就職サポート、担任制
学生募集活動、入学選考、学納金、奨学金制度
財務基盤、予算・収支計画、監査、財務情報の公開
自己点検報告書　教育情報の公開

（８）学校の財務
（９）学校評価
（１０）国際連携の状況
（１１）その他

（５）様々な教育活動・教育環境
（６）学生の生活支援
（７）学生納付金・修学支援

（１）学校の概要、目標及び計画 教育方針　３つのポリシー
（２）各学科等の教育 シラバス　授業概要　目標の設定、教育方法・評価等、成績評価・単位認定等
（３）教職員 教職員数

就職率、卒業生の社会的評価

（１）企業等の学校関係者に対する情報提供の基本方針
本校の情報提供は基本的にはホームページを通じて行っている。これは企業をはじめとする業界諸氏についても同様である。提供する
情報については学校の紹介に始まり平素の学校教育について、その取り組みを配信している。これにより企業等との連携が生じ、学校
教育や就職の支援などの充実につなげていくことを基本方針とする。

（２）「専門学校における情報提供等への取組に関するガイドライン」の項目との対応
ガイドラインの項目 学校が設定する項目

（４）キャリア教育・実践的職業教育

　※委員の種別の欄には、学校関係者評価委員として選出された理由となる属性を記載すること。
　（例）企業等委員、PTA、卒業生等

（５）学校関係者評価結果の公表方法・公表時期
（ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　　　　　　　　　　　））

https://www.afc.ac.jp/wp-content/themes/afc-info/assets/pdf/school/kankeisha.pdf
令和6年10月30日

５．「企業等との連携及び協力の推進に資するため、企業等に対し、当該専修学校の教育活動その他の学校運営の状況に
関する情報を提供していること。」関係

在校生保護者
令和５年１０月１日～令和７年
９月３０日（２年）

名　前 所　　　属 任期

安達　稔 有限会社M.ACREATIVE NETWORK　代表
令和５年１０月１日～令和７年
９月３０日（２年）

村山　由紀

（４）学校関係者評価委員会の全委員の名簿
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1 ○
ファッション
ビジネス

ビジネス知識の基礎及び衣服の流通・ブランド
やショップに関する理解を幅広く習得していき
ます。

1年
通
年

90 3 ○ ○ ○

2 ○ 市場調査Ⅰ
常に変化するファッションの最新情報を収集
し、トレンドを探っていきます。

1年
通
年

90 3 ○ ○ ○ ○

3 ○ 市場調査Ⅱ
1年次の学習の上に、さらに表参道・原宿エリ
アの店舗をグループに分かれリサーチします。

2年
通
年

90 3 ○ ○ ○ ○

4 ○ ショップ経営
将来自分で小売店を経営していくことを想定
し、経営ビジョンや商品分類・商圏なっど、店
舗のマネジメントの基本を身に着けます。

2年
通
年

45 1.5 ○ ○ ○

5 ○
リテールマー
ケティングⅠ

接客スキルを身に着けるとともに、商品が納品
されてから店舗運営までの一連の流れを理解し
ます。

1年
通
年

90 3 ○ ○ ○ ○

6 ○
リテールマー
ケティングⅡ

お客様目線の能動的な販売スキルを身に着け、
外部コンテストにもチャレンジできる技術を身
に着けます。

2年
通
年

90 3 ○ ○ ○ ○

7 ○
セールスプロ
モーション

ゼミ形式で、ブランディング・マーケティン
グ・広報・PRの視点をグループで考え、その手
法をプレゼンテーションを通し身に着けてい
く。

2年
通
年

90 3 ○ ○ ○

8 ○
マーチャンダ
イジング

仮想セレクトショップをサーバー内に作り、そ
こでマーチャンダイジングの理論の習得を目指
します。

2年
通
年

90 3 ○ ○ ○

9 ○
マーケティン
グ

売れる仕組みを作るための戦略について、身近
な事例を基に、なぜﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞが必要なのかを考
え、学習していきます。

2年
通
年

90 3 ○ ○ ○

10 ○
ビジュアル
マーチャンダ
イジングⅠ

VMDの基礎理論を学び、効果的な売り場づく
り、商品陳列の基本を習得します。

1年
通
年

45 1.5 ○ ○ ○

11 ○
ビジュアル
マーチャンダ
イジングⅡ

VMDの応用理論を学び、効果的な売り場づくり
を習得し、３Dのデザイン力・クリエイティブ
力を養います。

2年
通
年

45 1.5 ○ ○ ○

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

授業科目等の概要

（服飾専門課程 ファッションビジネス科）

分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

企
業
等
と
の
連
携

授業方法 場所 教員 提出の際には、印刷や印刷プレビューにて

、記載内容が見切れていないかを確認し、

セルの幅や高さを調整の上、提出してくだ

さい。

※

の内容が転記されます。（行の

追加等を行う場合には、別紙様

式１と別紙様式４の内容に齟齬

が無いようにしてください。）



12 ○
ファッション
ブランディン
グⅠ

オリジナルブランドをチームで考え、プレゼン
テーションまで実施します。そのための視点や
考え方を学んでいきます。

1年
通
年

45 1.5 ○ ○ ○ ○

13 ○
ファッション
ブランディン
グⅡ

２つの産学連携案件を通し、企業課題に対し学
生の視点でプレゼンテーションを行います。

2年
通
年

45 1.5 ○ ○ ○ ○

14 ○
ファッション
ＥＣプランニ
ング

ECプラットフォームを用い、ECの基本的な知識
の習得から消費者に支持されるには何が必要な
のかを学びます。

2年
通
年

45 1.5 ○ ○ ○

15 ○
ＳＮＳマーケ
ティング

企業も個人もSNSで発信する時代に、アカウン
ト運用スキルを持った人材になるために、コン
セプト設計やコンテンツ企画、編集・運用まで
を網羅的に学びます

2年
通
年

45 1.5 ○ ○ ○

16 ○
ファッション
画

基礎デッサンから衣服の着装画、製品図の描き
方をデザインとともにトータルに学んでいきま
す。

1年
通
年

90 3 ○ ○ ○

17 ○
ファッション
造形

販売職として店頭で必要とされる服作りの専門
的な知識と技術を学習し、実践を通して身に着
けていきます。

1年
通
年

90 3 ○ ○ ○

18 ○ 素材Ⅰ

アパレルの中で使用頻度の高い服地を中心に、
基本服地100種類程度を学ぶ。その中で、デザ
インにマッチした服地素材のセレクトの仕方を
学ぶ

1年
通
年

45 1.5 ○ ○ ○

19 ○ 素材Ⅱ
素材ブックを作成し、その素材と特徴を理解す
る。また品質管理を学び、商品の取り扱いにつ
いて節女出来るようになる

2年
通
年

45 1.5 ○ ○ ○

20 ○
ファッション
論

ファッションについて学び、考えるために必要
な基礎的知識を習得し、デザインやアートの歴
史も理解する。

1年
通
年

45 1.5 ○ ○ ○

21 ○
プロポーザル
デザイン

illustratorやPhotoshopを応用的に学び、
ファッション産業におけるグラフィックデザイ
ンの表現方法を学ぶ

2年
通
年

90 3 ○ ○ 〇

39

期

週

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

合計 科目 72（2160）

卒業要件及び履修方法

2年間で1700時間以上履修すること卒業要件：

履修方法： 選択授業以外は全員履修の上評価を行う

（留意事項）

１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

授業期間等

１学年の学期区分 1

１学期の授業期間 30

単位（単位時間）


